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Leaflet

VectorStarTM ベクトルネットワークアナライザ ME7838G / G4

220 GHzモジュール MA25400A

周波数範囲：70 kHz～220 GHz

高周波化するBeyond5G/6Gデバイスの

Sパラメータを超広帯域･シングル掃引で評価

測定モジュール交換と再校正はもう不要です

※ 測定にかかる作業量の比較イメージ

＊NLTL：Nonlinear Transmission Line（非線形伝送線路）

無断転載等禁止

➢ 測定モジュール小型化のメリット

・温度変化の影響を受けにくいため高い安定性を示す ・バイアス電源を配置しやすい

・顕微鏡に干渉しにくい ・伝送路を短くできるため誤差要因が減る
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70 kHz～220 GHzの超広帯域シングル掃引を実現。
測定モジュールの交換は必要なくなりました

⚫モジュール交換 / 再校正で生じていた作業時間の
大幅短縮やコネクタ破損リスクを低減できます

⚫異なる周波数モジュール / 校正キットのなどの
導入コストを抑え､ 投資対効果に貢献します

･MPI社製220GHz
GSGプローブ

･ダイレクト接続
による優れた性能

220GHzモジュール
MA25400A

0.6 mm 

NLTL*技術のMMIC化で､ ミリ波モジュールを小型化｡ 省スペースで

220 GHzプロービング試験が可能です

デバイス測定の模式図 (プローブのピッチ間隔:50/75/100 μm)
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一歩先をいく220 GHz差動デバイスの試験を強力にサポート

Beyond5G/6Gで注目を集める周波数帯域のシームレス化

4-Port 測定システム
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⚫バンド間で発生するデータの不連続性（段差）で困っていませんか

⚫ NLTL技術によりDバンドの切替で発生する段差を無くしシームレス化を実現。
広帯域での高ダイナミックレンジと測定精度により信頼性が格段にアップします

複数バンドのモジュールで測定した結果 ME7838Gでの測定結果

※ダイナミックレンジ：100 dB（@125-140 GHz, IF帯域幅10 Hz, 平均化なし, 代表値）

最大出力時の温度安定性：0.025 dB/℃, 0.3deg./℃（@125-140 GHz, IF帯域幅100 MHz, 23±3 ℃, 代表値）
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新しく220 GHz差動プロービングシステムをMPI社と共同開発。
最先端の試験環境を是非お試し下さい

⚫ 4ポートGSGSG 差動システムを小型のミリ波モジュールで構築。
プローバステーションへの負荷を軽減します

⚫ Beyond5G/6Gを支える次世代光通信の100 Gbaud超

光電デバイスの超広帯域 Sパラメータ評価に貢献します

(International Microwave Symposium @2022 出展)

220 GHz差動プローブ


